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株式会社 Ｔｏｓｈｉｎ
水道メーターの機構部品の開発、販売

■ 代 表 者 名 代表取締役社長　桐山　英典
■ 設立年月日 ２０１１年（平成２３年）２月２１日
■ 所 在 地 〒４０９－３８０１

山梨県中央市中楯１３５７
■ Ｔ Ｅ Ｌ ０５５－２６９－９０５７
■ Ｆ Ａ Ｘ ０５５－２６９－９０５８
■ ＥーＭａｉｌ info@toshin-jp.net
■ Ｕ Ｒ Ｌ http://toshin1.co.jp
■ 業 種 業務用機械器具製造業
■ 資 本 金 額 １００万円 ■ 従 業 員 数 ５人
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節水マイクロバブル・シャワーヘッドの開発

水道蛇口用節水器具を開発した際に特許を取得した泡沫技術をさらに改良し、造型試作品をプラスチッ
ク成形品に反映させる独自のノウハウも活用して、マイクロバブルと節水の両方を備えたシャワーヘッ
ドを開発。従来品を大きく上回るマイクロバブル発生量と節水効果を実現し、量産化も確立した。

　水道メーターの機構部品の開発、販売を手掛け
るＴｏｓｈｉｎは、水道メーター以外の新規分野へ
の参入を狙い、水道水を節約する蛇口用節水器具
の開発に取り組み、製品化に成功。平成 28 年３
月から蛇口用節水器具「アワ～る」を発売した。
今回の事業ではその「アワ～る」を応用して、おふ
ろ用の節水シャワーヘッドの開発に取り組んだ。
　先に開発に成功した蛇口用節水器具は、水道水
の中に空気を混入させて見かけ上の体積を増やす
原理で、体感上の水量は変わらないのに、約 50％
の節水を可能にしている。他社の蛇口用節水器具
を試験すると、空気混入割合は概ね 30 ～ 40％で
あるが、同社は最大 50％まで高めることに成功。
その泡沫技術は既に特許を取得している。
　この蛇口用節水器具の開発時、空気を混入する
過程でマイクルバブルも発生させられることが分
かった。マイクロバブルは直径が 0.05 ｍｍ以下の
気泡のことで、血流促進や洗浄効果が高まるとい
われている。同社では他社との差別化を図ろうと、
節水だけでなく、マイクロバブルの効果を生かし
たシャワーヘッドの開発に乗り出した。
　蛇口用節水器具の開発では、3 Ｄ・ＣＡＤ設計
を行い、試作は 3 Ｄプリンターで立体造形した。

これを基にプラスチックの成形金型を製作して成
形加工し、金型を修正しながら目標の空気混入率
を実現した。今回のシャワーの開発においてもこ
の造型試作品をプラスチック成形品に反映させる
ノウハウを活用した。
　シャワーヘッドは蛇口用器具ほどの空気混入率
は難しく、その改善にむけて空気混入部を 3 Ｄ設
計し、3 Ｄプリンターで少しずつ寸法や形状が異
なる部品を何種類も製作。同時にアメリカなど海
外での販売もにらみ、海外市場の調査も行いデザ
インや寸法などに反映した。
　試作を作って何度も実験を繰り返す中で、空気
混入率が他社品の倍以上となる 40％を達成できる
適切な形状、寸法を確立。さらにその過程でマイ
クロバブルを効果的に発生させられる形状、寸法
も見出すことに成功した。
　試作をもとに成形金型を製作して成形試作を行
い、目指していたシャワーヘッドの開発を実現。マ
イクロバブルは従来品に比べて 15 倍の量、節水
効果 40％という画期的なシャワーヘッドの製品化
に成功した。さらに量産品での製造法も確立した。

代表取締役社長

桐山  英典
　「実はマイクロバブルは偶然見つけたものなんで
す。それをさらに追求しようということになり、
今回のシャワーヘッドの開発に結び付きました」
と桐山英典社長は開発秘話をさらりと語りだした。
　数年前、蛇口用節水器具の開発をしている時、3
Ｄプリンターでいろんな形状の器具を作って実験
していた。すると水が白く濁ってしまったことが
あった。調べてみるとそれはマイクロバブルだと
いうことがわかり、それならマイクロバブルをもっ
と研究して、それを生かした製品を開発しようと
取り組んだのが今回の事業の始まりだった。
　「シャワーヘッドメーカーとしては後発でしたか
ら、既存の商品よりも良いものを作ろうという思
いは強かったです。節水とマイクロバブルの２つ
の機能、しかもどちらも高い効果を持つ商品にし
ようと取り組みました」と社長は力を込める。
　その言葉どおり、同社の製品はマイクロバブル
の発生量、節水効果ともに他社製品を大きく上回
る効果を実現。さらに桐山社長はその効果の裏付

けにもこだわった。「スタッフ全員が頑張ったから
こそ良いものを作ることができたので、その良さ
をしっかり伝えられる製品にしなければと思いま
した。そこに一番時間がかかりましたね」と笑顔
で振り返る。
　マイクロバブルを研究している大学の教授に調
査を依頼したの
をはじめ、モニ
ターを募ってマ
イクロバブルを
実 際 に 使 っ て
もらい、その洗
浄効果や肌への
優しさなどにつ
いてアンケート
を取ったり、ス
タッフ自らも使
用して保温効果を調べるなどした。
　「その甲斐あって、これまで世の中になかった商
品が完成しました」と胸を張る桐山社長。節水と
マイクロバブルの切り替えがあるタイプは業界初で、
マイクロバブルの発生量は従来品の 15 倍、節水率
も大手メーカー品の 2 倍以上の効果を実現した。
　2018 年 2 月から「AngelAir（エンジェルエア）」
の名でネットでの発売を開始し、現在は大手通販
サイト 3 社で販売している。さらに今後はアメリ
カでも販売していく計画で、シカゴ・ホーム＆ハ
ウスウェア・ショー 2018 にも出展した。

　「私はいつも『一歩前へ』という考えで取り組ん
でいます。みんなよりも一歩前。三歩前に出なく
ていいんです。でも一歩が大事です」。7 年前に水
道メーターの機構部品の開発、販売を手掛ける会
社を起ち上げた桐山社長は、仕事への想いをにこ
やかに、そして熱く語る。
　スタッフは社長、会長を含めて 7 人だけだが、「い
いメンバーが集まっていて、社内にはいつも新し
いものに取り組もうという意識がある」と自信を
見せる。
　「会議をしていても、できるわけがないという人
は 1 人もいません。どんなに難しいと思われるも
のでも、誰もがどうやったらできるだろうと考え、
一つ案が出ると次のひらめきがあり、どんどん広
がっていきます」。水道メーター部品の開発だけに
とどまらず、新たな分野に挑戦し、画期的な商品
を作り上げることができたのも、そんな社風であっ
たからこそだろう。

　「目標は長く続く企業であること。常にチャレン
ジして、一歩ずつ前に進み続ける会社でありたい
と思っています。夢はまだまだいろいろあります
から」と楽しそうに話す桐山社長。今後はどんな
一歩を踏み出すのか、それを仕掛ける社長自身が
一番ワクワクしているにちがいない。

後発メーカーだからこそ、より良いものを
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▲�独自の空気混入技術により、従来品より多く空気を含んだ気
泡になる

従来品 Angel Air

他社製品 AngelAir


